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令
和
六
年
十
一
月
二
十
八
日
提
出 

質

問

第

九
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Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

原

口

一

博 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
半
導
体
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た
情
報
端
末
の
み
な
ら
ず
、
自

動
車
や
医
療
機
器
等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
使
わ
れ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
支
え
る
重
要
な
基
幹
部
品
で
あ
り
、
経
済
安
全

保
障
上
も
重
要
な
戦
略
物
資
で
あ
る
。
政
府
は
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
に
特
定
高
度
情
報
通
信
技
術
活
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発
供

給
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
三
十
七
号
）
（
以
下
「
５
Ｇ
法
」
と
い
う
。
）
等
を
改
正
し
、
半
導

体
の
国
内
生
産
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
特
定
半
導
体
基
金
事
業
を
開
始
し
た
。 

 

同
事
業
で
は
、
台
湾
積
体
電
路
製
造
（
以
下
「
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
及
び
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ
Ｓ
ｅ
ｍ
ｉ

ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
二
〇
二
二

年
六
月
に
熊
本
第
一
工
場
建
設
の
た
め
に
最
大
助
成
額
四
千
七
百
六
十
億
円
、
二
〇
二
四
年
二
月
に
熊
本
第
二
工
場
建
設
の
た

め
に
最
大
助
成
額
七
千
三
百
二
十
億
円
、
合
わ
せ
て
一
兆
二
千
八
十
億
円
も
の
巨
額
な
支
援
が
決
定
さ
れ
た
。 

 

以
下
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
に
対
す
る
支
援
等
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

こ
れ
ま
で
の
半
導
体
産
業
政
策
の
反
省
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
策 

 

１ 

我
が
国
の
半
導
体
産
業
は
、
一
九
九
〇
年
頃
に
は
日
本
企
業
の
半
導
体
売
上
高
が
世
界
シ
ェ
ア
の
約
五
割
を
占
め
る
な



 

２ 

 

ど
、
高
い
競
争
力
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
凋
落
を
続
け
、
二
〇
二
二
年
時
点
で
世
界
市
場
の
一
割
弱
に
落
ち
込
む

な
ど
低
迷
し
て
い
る
。 

 
 
 

本
年
二
月
二
十
日
の
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
に
お
い
て
、
政
府
は
、
我
が
国
の
半
導
体
産
業
が
競
争
力
を
落
と
し
て

き
た
原
因
と
し
て
、
日
米
半
導
体
協
定
に
代
表
さ
れ
る
貿
易
摩
擦
と
い
っ
た
政
策
面
の
課
題
、
設
計
と
製
造
が
水
平
分
離

し
て
い
く
世
界
の
半
導
体
ビ
ジ
ネ
ス
の
潮
流
の
変
化
に
乗
り
遅
れ
た
こ
と
、
日
の
丸
自
前
主
義
と
い
う
べ
き
国
内
企
業
の

再
編
に
注
力
を
し
て
、
有
力
な
海
外
企
業
と
の
国
際
連
携
を
推
進
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
問

題
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
あ
っ
た
と
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
真
摯
に
反
省
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
。 

 
 
 

こ
の
答
弁
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
半
導
体
産
業
政
策
の
失
敗
が
、
我
が
国
の
半
導
体
産
業
の
衰
退
を
招

き
、
我
が
国
の
強
み
で
あ
っ
た
半
導
体
製
造
技
術
を
海
外
企
業
に
流
出
さ
せ
、
国
内
で
半
導
体
の
製
造
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
に
至
ら
し
め
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 
 
 

こ
の
答
弁
に
あ
る
と
お
り
、
政
府
が
こ
れ
ま
で
の
半
導
体
政
策
を
真
摯
に
反
省
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
が
国
の
半
導
体

産
業
の
復
活
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
企
業
に
過
度
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
高
い
国

際
競
争
力
を
有
す
る
国
内
の
半
導
体
産
業
の
育
成
及
び
強
化
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 



 

３ 

 

 
２ 

ま
た
、
国
内
の
半
導
体
企
業
の
育
成
及
び
強
化
に
向
け
た
具
体
的
な
支
援
策
及
び
支
援
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
に
対
す
る
支
援
の
我
が
国
の
半
導
体
産
業
振
興
へ
の
効
果
等 

 

１ 

支
援
対
象
と
な
る
半
導
体 

 
 
 

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
熊
本
第
一
工
場
で
製
造
す
る
半
導
体
は
十
二
〜
二
十
八
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
、
第
二
工
場
で
製

造
す
る
半
導
体
は
六
～
十
二
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
米
国
が
補
助
金
等
に
よ
り
支
援
す
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
ア
リ
ゾ
ナ
第
一

工
場
～
第
三
工
場
で
生
産
さ
れ
る
半
導
体
は
二
～
四
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
熊
本
第
一
工

場
、
第
二
工
場
で
生
産
さ
れ
る
半
導
体
は
最
先
端
と
は
言
い
難
い
。 

 
 
 

最
先
端
で
な
い
半
導
体
を
製
造
す
る
た
め
に
巨
額
な
助
成
金
を
投
入
し
て
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
誘
致
す
る
こ
と
は
我
が
国
の
半

導
体
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

我
が
国
へ
の
半
導
体
供
給
の
実
効
性
の
担
保 

 
 

ア 

５
Ｇ
法
に
お
い
て
は
、
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
て
国
内
向
け
に
優
先
的
に
供
給
す
る
義
務
を
課
し
て
い
な
い

が
、
同
法
第
十
一
条
第
三
項
第
四
号
に
お
い
て
、
特
定
半
導
体
等
の
需
給
が
ひ
っ
迫
し
た
場
合
に
お
け
る
増
産
を
含
む



 

４ 

 

国
内
に
お
け
る
安
定
的
な
生
産
に
資
す
る
取
組
が
行
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
等
を
認
定
要
件
と
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
が
認
定
を
受
け
た
認
定
特
定
半
導
体
生
産
施
設
整
備
等
計
画
（
二
〇
二
二
半
経
第
〇
〇
一

号

一
及
び
二
〇
二
三
半
経
第
〇
〇
三
号

一
）
に
お
い
て
、
①
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
は
、
需
給
が
ひ
っ
迫
し
た
場
合
に
は
、
緊

急
時
対
応
と
し
て
稼
働
率
を
向
上
さ
せ
、
増
産
に
取
り
組
む
こ
と
、
②
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
、
日
本
政
府
か
ら
の
要
請
に
応

じ
、
日
本
の
顧
客
向
け
の
供
給
拡
大
に
つ
い
て
誠
実
に
協
議
に
応
じ
る
こ
と
、
③
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
は
、
関
係

法
規
及
び
契
約
の
規
定
を
常
に
遵
守
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
上
記
①
②
を
根
拠
に
我
が
国
へ
の
半
導
体
供
給
の
実
効
性

が
担
保
さ
れ
、
実
質
的
に
供
給
義
務
を
課
し
て
い
る
と
理
解
し
て
良
い
か
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。 

 
 

イ 

さ
ら
に
、
③
に
契
約
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
契
約
の
趣
旨
、
当
事
者
等
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。
仮
に
当
該
契
約
が
、
国
と
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
と
の
契
約
で
あ
る
場
合
、
我
が
国
へ
の
供
給
義
務
に

関
す
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
 

ウ 

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
と
他
の
民
間
企
業
と
の
契
約
で
あ
る
場
合
、
国
が
関
与
で
き
な
い
民
間
事
業
者
間
の
契
約
に
対
し

我
が
国
へ
の
優
先
的
供
給
義
務
の
担
保
を
求
め
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。 

 

３ 

外
国
企
業
に
半
導
体
製
造
を
依
存
す
る
経
済
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク 



 

５ 

 

 
 
 

半
導
体
戦
略
の
重
要
性
が
増
す
中
、
外
国
企
業
で
あ
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
半
導
体
の
製
造
を
依
存
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の

経
済
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
尖
閣
諸
島
に

つ
い
て
領
有
権
を
主
張
す
る
台
湾
の
企
業
で
あ
る
た
め
、
台
湾
有
事
や
尖
閣
諸
島
を
巡
る
状
況
次
第
で
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及

び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
に
よ
る
我
が
国
へ
の
半
導
体
の
供
給
が
確
実
に
担
保
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
懸
念
が
あ
る
が
、
政
府
の
考
え

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

環
境
保
全
対
策
等 

 

１ 

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト 

 
 

ア 

熊
本
県
は
二
〇
二
三
年
八
月
に
台
湾
を
訪
問
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
半
導
体
関
連
企
業
が
集
積
す
る
エ
リ

ア
の
水
質
等
を
調
査
し
、
同
年
十
月
に
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
が
、
二
〇
二
四
年
末
に
本
格
稼
働

予
定
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
第
一
工
場
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基

づ
く
環
境
影
響
評
価
（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
は
実
施
さ
れ
た
の
か
。
実
施
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
政
府
が
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

イ 

ま
た
、
今
後
、
建
設
が
行
わ
れ
る
第
二
工
場
に
つ
い
て
も
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
予
定
は
あ
る
の
か
、
政
府
が



 

６ 

 

把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 
水
質
や
大
気
等
環
境
へ
の
影
響
及
び
環
境
保
全
対
策 

 
 

ア 
半
導
体
製
造
で
は
大
量
の
水
が
使
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
排
水
の
ほ
か
多
種
多
様
な
化
学
物
質
や
ガ
ス
が
排
出
さ
れ

る
。
「
火
の
国
」
と
と
も
に
「
水
の
国
」
と
も
呼
ば
れ
る
熊
本
県
は
、
豊
富
な
地
下
水
を
有
し
、
水
道
水
源
の
約
八
割

を
地
下
水
に
依
存
す
る
な
ど
、
熊
本
県
民
に
と
っ
て
地
下
水
は
大
変
重
要
な
生
活
用
水
で
あ
る
。 

 
 
 
 

他
方
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
第
一
工
場
の
本
格
稼
働
を
二
〇
二
四
年
末
に
控
え
、
熊
本
県
内
で
は
、
同
工
場

に
よ
る
地
下
水
の
く
み
上
げ
に
よ
る
水
の
枯
渇
や
排
水
等
に
伴
う
水
質
の
悪
化
、
大
気
汚
染
な
ど
環
境
へ
の
影
響
を
心

配
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
半
導
体
製
造
工
場
の
稼
働
に
伴
う
地
下
水
の
枯
渇
や
水
質
等
の
周

辺
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
 

イ 

ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
は
、
第
二
工
場
に
係
る
特
定
半
導
体
生
産
施
設
整
備
等
計
画
（
二
〇
二
三
半
経
第

〇
〇
三
号

一
）
に
お
い
て
、
環
境
対
策
に
関
し
、
法
規
制
対
象
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
法
規
制
と
同
等
以
上
の
基
準

を
設
け
て
排
水
を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
法
規
制
対
象
外
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
自
主
管
理
な



 

７ 

 

ど
を
行
い
、
操
業
に
伴
う
大
気
や
河
川
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
組
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。
政
府
は
、

同
工
場
の
周
辺
環
境
の
保
全
に
向
け
、
同
社
が
実
施
す
る
環
境
対
策
の
実
効
性
確
保
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


